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開発の背景

　
日本語環境での文字入力は、かな漢字変換（IME）という特殊なプログラムが必須であるために、欧米の環境と比べて文字入力が複雑になっています。
その一方で、ドキュメントのインラインへの直接表示などが実現されてきたことにより、
IMEとは何かを知らずに日本語を入力しているユーザーが増加してきています。
IMEとは何かを知らないがために、未確定文字列、変換済み文節などIME固有の状況を理解できず、どのような操作をすればよいかユーザーが戸惑うということが発生しています。　
たとえば、最も基本的な編集操作である、矢印キーでのカーソルの移動、BackspaceキーやDelete キーによる文字の削除ですら、思い通りにできないことがありました。

このような問題を解決するため、IME の存在を意識することなく、確定/未確定などの状態を意識することなく、できるだけ簡単な操作で目的の文字が入力できる日本語入力環境を実現したいと考えました。
ナチュラル インプットはこのような背景から開発された、次世代の日本語入力環境です。ぜひ、この新しい日本語入力環境を体験してみてください。きっと新しい発見があるはずです。
シンプルな入力操作
覚えることはこれだけです。未確定確定の違いや文節区切りの違いを気にすることなくいつも同じ操作で入力できます。

1． ひらがなを入力したいときは、ひらがなキーを押してから入力します。
2． 英字を入力したいときは、英数キーを押してから入力します。

3． 別の文字列に変えたいときは、変換キーを押して候補一覧から選びます。
4． カーソルを移動したいときは、矢印キーで移動できます。
5． 文字を削除したいときは、Backspace キー、Delete キーを押します。
6． 文字をひらがなに変更したいときは、無変換キーを押します。
7． 変換する範囲を指定したいときは、Shift + 矢印または、マウスで選択した後、変換キーを押します。
どんなところが便利になるの？

　

· IME の ON/OFF がなくなりました。
IME の ON/OFF を気にせずに、ひらがなを入れたいときはひらがなキーを、英字を入れたいときは英数キーを押すだけです。
· 直接入力(IME OFF)という状態を廃止して半角英数入力と状態を統合しました。

· タイプ ミスの修正は、間違った部分だけを入れ直すだけになりました。
「はっやしにはいると」と間違って入力してしまって変換した場合「八やしに入ると」となってしまいます。それを「林に入ると」に修正したい場合は、「八」を消して「は」を入れ変換キーを数回押します。候補一覧の中の「林」を選ぶことができます。
最小限の修正で目的の文字に修正できます。


· 最小限の入力で修正ができるようになりました。
「環境に適用する」を「環境に適応する」に変更する場合、「用」を消して「おう」を入力し変換キーを押すと、「適応」と変換できます。
· このように、修正の際に一部分だけを修正できたり、直前の漢字と合わせて一単語を作成できることで、手書きや音声による入力との親和性が上がります。
例：手書きで｢用し｣と入力した後、変換キーを押すと、「用紙」と変換できる。
· 変換する範囲を指定して変換ができるようになりました。
Shift + 矢印、またはマウスで文字列を選択した後、変換キーを押すと、その範囲だけを変換できます。

· 1).「画ねー社」を「ガネーシャ」に変更したい場合。
Shift + 矢印または、マウスで「画ねー社」を選択し、変換キーで候補一覧から選べます。選択した後、F7キーでカタカナに変換することもできます。

· 2). 「自宅では理知両院を開業している。」という誤変換を「針治療院」と正しく修正する場合。
Shift + 矢印または、マウスで「は理知両」を選択して変換できます。このように、いつでも同じように修正ができます。
· 入力中に文字の削除や、カーソルの移動ができるようになりました。
· 「です。」を「でした。」に変更する場合、「です。」の「で」と「す」の間にカーソルをおいて、「した」と入力しDelete キーで「す」を消します。以前はいったん確定する必要がありましたが、ナチュラル インプットではそのままカーソルを移動して、好きなところで文字を挿入したり、削除したりできます。
· 間違えて英字で入力したときの修正が簡単になりました。
· 間違えて、kyouhayoitenkides と入力してしまった場合、無変換キーを押すと、「ひらがな」にできます。

· 無変換キーはいつでもひらがなに変更するキーです。

· 連続して入力し、後で修正できるようになりました。

· 変換キーを押さずに続けて入力していくと、前の方から自動的に変換していきます。変換後の修正が簡単になったので、漢字変換の操作をしなくても、思いつくまま入力できます。口述筆記も楽にできるようになりました。

· Word Version 2002なら、修正はマウスの右クリックで簡単にできるようになりました。
マウスの右クリックで修正候補を表示できます。
· 表の入力がスムーズになりました。
確定、未確定の区別を気にする必要がなくなったので、TAB や矢印キーでいつでも簡単に別のセルに移動できます。

· いつでも、アプリケーションのショートカット キーが使えるようになりました。
たとえば Word なら、Ctrl + 左右矢印 キーで、いつでも単語単位での移動ができます。END/HOME キーでのカーソルの移動も可能になりました。

· 文節区切りの違う候補も選択できるようになりました。
「伝統として納会も」の納会の候補一覧を開くことで「伝統としての鵜飼いも」と文節の違いがあっても、候補一覧から選択できます。

· 氏名、地名、顔文字なども候補一覧から選択できるようになりました。
人名、地名、顔文字など変換したい語句は、すべて候補一覧から選択できます。Microsoft IME 人名地名辞書にも語句があるときは、候補一覧に [(人名地名)] が表示され、[(人名地名)] を選択し、Enter キーを押すと、人名地名辞書にある語句が候補一覧に表示されます。
Microsoft IME 話し言葉・顔文字辞書にある語句は [(顔文字)]、Microsoft IME 単漢字辞書にある語句は [(単漢字)] が表示され、顔文字や単漢字を選択できます。
これまでの IME との動作の違いについて
ナチュラル インプットによる変換は、これまでのかな漢字変換とは違った動きをしています。

· 入力して変換するときの違い
ナチュラル インプットで入力し変換すると、入力した部分だけでなく前後の文字列を参照して単語を生成します。このため、以下のように最小限の修正で目的の文字に変更できるようになりました。
· 「八やし」の「八」を消して「は」を入力することで「林」を候補一覧から選択できる。
· 「意見に合う」を「見」を消して「と」を入れることで「意図に合う」と修正できる。
しかしこの動きは、これまでと違って変換結果が前後の文字列に、強く影響を受けることになります。したがって、変換キーを押す前に余分な文字を消しておくことをお勧めします。入力した後でも変換キーを押す前に、Delete キーや Backspace キーで削除できます。あらかじめ置き換える部分を選択した後で入力することもできます。
また、入力した部分だけ漢字に変換したい場合、変換候補の中に直前に入力した範囲だけの候補も入っているので、候補一覧から選ぶことができます。
· 確定/未確定の区別がない
確定/未確定の区別がないということは、これまでの変換と再変換との区別がないということでもあります。ナチュラル インプットにおける変換という動作は、これまでの IME でいうところの再変換と考えると理解しやすいと思います。変換の解析範囲はいつでも、ナチュラル インプットにより自動的に判断されます。範囲を指定して変換したい場合は、Shift + 矢印またはマウスで文字を選択した後、変換します。
· 文字列に付く下線について
ナチュラル インプットにおいて点線下線や実線下線がついているため、未確定文字列に見える状態でも、従来の未確定の状態とは異なり、アプリケーションのドキュメント内には見たままの文字が入力されています。したがって、確定は必要ありません。

実線下線は、Space キーでの変換時に付き、その下線の上がSpaceキーによって変換が可能であることを示しています。点線下線、実線下線以外の部分での Space キーはこれまで同様に空白の入力となります。　

点線下線は、その部分を明示的に、ひらがなのまま変更したくない場合に Enter キーでその表記を固定できることを示しています。たとえば、「うーろんちゃを」Enter「のむ」変換とすることで、「うーろんちゃを飲む」となり、「うーろんちゃを」の部分をひらがなで残すことができます。
最後に
以上が、ナチュラル インプットの特徴とメリットになります。
通常の入力においては、ほとんど変わりなく入力していくことができると思いますが、修正に関しては、これまでとの違いに戸惑うことがあるかもしれません。

ナチュラル インプットの動きになじめない方は、お手数ですが青いアイコンをクリックして IME スタンダードに切り替えて下さい。
繰り返しになりますが、ナチュラル インプットはIMEというプログラムの存在を意識されていない方でも、スムーズに日本語を入力していただけるように開発されました。
ナチュラル インプット、 IME スタンダードの両方を提供することによって、より多くの方の日本語入力が、より手になじむものになると考えています。

私たちは、だれもがよりスムーズに、より簡単に日本語が入力できるような環境を提供できるように、今後も努力してまいります。

製品情報: http://www.microsoft.com/japan/office/ime 
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